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１．調査概要

調査概要
・対象:医療機関・薬局・歯科診療所・介護事業所
（３年に１回程度実施している実態調査・全体は企画・情報共有部会で協議）
・調査時期:令和７年11～12月
・回収率:

2



２．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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• 対象外(18)
対象者・希望者なし／眼科のため

• 役割認識（ケアマネ／他職種が主体）(17)
ケアマネが主体／訪問看護が主体／心理職等専門職が対応してほしい

• ノウハウ・知識不足(9)
ノウハウがない／やり方がわからない／ACPの理解が足りない

• 形式化していない(10)
改めて会議という形式にはしてない／自然の流れでコミュニケーション

• その他(5)
メンバー調整が困難（特に医師）／すでに済ませていることが多い



３．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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• 市民・社会への周知、意識醸成(10)

• リソース・制度(6)
人的リソースと賃金／多職種での計画／ACP以前の意思表示シート等

• 役割・体制の明確化(2)
ケアマネが主体／なぜそこまでケアマネがするのかわからない

• その他(4)
本人の目の前で亡くなることを前提として話をすることの心理的負担／
サービスの中で話をしていくのが良いのではないか



２．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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２．調査結果概要（ACP関連）
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1. 記載を充実してほしい項目(1)
遺言にあたる記述

2. 修正してほしい項目(1)
独居高齢者は人生の振り返り、自分史（P５～７）が書けない、書きたくない。
書けない部分が負担になる。

3. その他
• 周知・配布の方法(6)
配布の仕方が問題／入手困難／実際活用している人に気づけない

• ボリュームが多い・高齢者が書きにくい(3)

• 名称に心理的抵抗がある(2)

• その他(3)
申出があれば紹介したい／必要な人は限られている／よくわからない



３．調査結果概要（その他研修等）
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３．調査結果概要（その他研修等）
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３．調査結果概要（その他研修等）
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